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図1 アルゼンチン主要穀物の生産量および作付面積の推移

（大豆、トウモロコシ、小麦）

【大豆】 作付面積(左軸) 【トウモロコシ】 作付面積（左軸） 【小麦】 作付面積（左軸）

【大豆】 生産量（右軸） 【トウモロコシ】 生産量（右軸） 【小麦】 生産量（右軸）

（注1）2024／2025年度以降の数値は、2026年5月時点の農牧水産庁の発表（見通し含む）に基づく。

（注2）年度は農作物ごとに期間が異なり、作物の作付から収穫時期までの12カ月間を指す。

（出所）農牧水産庁、ロサリオ穀物取引所（BCR）

（100万ha）
（100万トン）
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図2 アルゼンチン主要穀物の生産量および作付面積の推移

（大麦、ヒマワリ、グレーンソルガム）

【大麦】 作付面積(左軸) 【ヒマワリ】 作付面積(左軸) 【グレーンソルガム】 作付面積(左軸)

【大麦】 生産量（右軸） 【ヒマワリ】 生産量（右軸） 【グレーンソルガム】 生産量（右軸）

（100万トン）（100万ha）

（注1）2024/2025年度以降の数値は、は2026年5月時点の農牧水産庁の発表（見通し含む）に基づく。

（注2）年度は農作物ごとに期間が異なり、作物の作付から収穫時期までの12カ月間を指す。

（注3）2015/2016年度の大麦の作付面積と生産量はデータ無し。

（出所）農牧水産庁、ロサリオ穀物取引所（BCR）
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